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強磁性体の磁化を構成する磁区の境界である磁壁は、典型的には厚さ 10-100nm程度の磁化
のねじれた構造である。この磁壁は電気抵抗に寄与することが 1970年代ごろには理論的、
実験的にわかってきた。この抵抗を生みだす電子散乱の主たる起源は伝導電子と磁化 (局在
スピン)の間の交換相互作用である。電気抵抗が磁壁から生じるならば、その反作用で磁壁
は電流から力を受けるはずで、電流により磁壁を動かすことも可能であるはずである。1978

年に Bergerはそう考え、理論解析を始めここに電流による磁化制御の歴史が始まった。彼
の解析により、磁壁を動かすメカニズムとしては電子反射の力と伝導電子と局在スピンの
角運動量の交換 (スピン移行効果)の２つがあることがわかった。最近になりこの電流誘起
磁化反転の問題はスピントロニクスの１つの重要課題として多くの研究者を引き付け、実
験技術の進歩もあいまって多くの成果が最近でている。デバイス応用の観点からはもっと
も重要な課題は、

1. 磁壁移動に要する電流密度 (臨界電流密度)をさげること、
2. 移動速度を速くすること、の２点である。
こうした問題に答えるには理論もBergerによる現象論的解析では限度があり、微視的解
析が必要となってきている。
講演では磁壁の電流駆動に関して最近行った我々の微視的記述について紹介し、今後の
課題などを議論したい。なお我々の研究についての参考文献は
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○今後の予定
12月 15日 菊川 芳夫 氏 (東大駒場)

“Electroweak theory on the lattice –chiral symmetry on the lattice–”

12月 22日 野村 竜司 氏 (東工大理)「音響放射圧によるヘリウムの結晶成長」
1月 19日 白石 潤一 氏 (東大数理)
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http://huku.c.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/FSwiki/wiki.cgi/BusseiSeminar
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